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中東における多くの湾岸諸国は、世界有数の原油・天然ガス埋蔵量を有している。これら諸国は原

油を主に輸出しているが、天然ガスについても、一部の国が LNG（液化天然ガス）として輸出をしてい

る。しかし、近年、UAE（アラブ首長国連邦）がパイプラインで天然ガスの輸入を開始し、またクウェートも

LNG の輸入を始めた。原油や天然ガスが豊富に埋蔵されている国々が、なぜ天然ガスを輸入するよう

になったのだろうか。 

本報告では石油・天然ガスの役割と関連づけながら、湾岸諸国におけるこれらの動向の背景にある

諸要因について分析を試みる。 
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